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標準偏差の 6 つである． 
3 ドライビングシミュレータ走行実験 
本実験は，運転免許を持つ被験者１名（22 歳）で実施
し，DS 上のコースを走行した．使用する DS のモニタは
表示画面数横 3×縦 2 の計 6 画面，表示分解能は 1 チャン
ネルあたり水平 1030 mm×垂直 530 mm である．1 回あた





車用遮光フィルム（幅 80 mm，可視光線透過率 15%）を縦
長に等間隔で，縦 2 画面を 1 面として，1 面あたり 4 枚貼
付して構成した．3 回目の計測は酔いに効果があるという
ショウガの粉末を服用し，走行した．各走行終了後には
SSQ を得るためのアンケートを行った．DS 走行時には 
NIRS により信号を計測した．計測箇所は図 2 に示すとお
り，前頭野を 12 チャンネルで計測した．  











NIRS の oxy-Hb の最大値と総合値との相関を算出したグ
ラフを図 2 に示す．色分けは青が oxy-Hb，橙が deoxy-Hb
の値を表す．横軸が NIRS のチャンネル，縦軸が oxy-Hb，
deoxy-Hb の最大値と SSQ 総合値の相関係数である．計測
したチャンネルのうち 2，3 及び 9 が強い正の相関を，6 及
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図 2 NIRS の計測箇所 
 
図 2  脳血流ヘモグロビン相対濃度変化の最大値と 
SSQ 総合値の相関係数 
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